
－

1 問1 1 2 3

4 5 6

7

問2 A B C

問3

問4

問5

問6

採 点 欄

(ア)、(イ)、(カ)、(キ)

地球放射の窓 アルベド(反射率) 30

放射冷却

対流 成層 中間

地  学  解  答  用  紙

受験番号

(注意  この解答用紙は表裏2ページになっている。)

太陽放射 可視光 地球放射

逆転層内では大気の安定性が高く、対流が起こりにくいため。

水蒸気を多く含んだ空気塊が上昇流に伴ってもち上げられ、その温度が
露点以下になると凝結核を中心に雲粒が形成され、雲ができる。

1 2 3 4 合　計

小　計

円周率をπ、地球の半径をR、放射平衡温度をTとすると、放射のつり合いの
式は、SπR2(1−A)＝4πR2σT4 と表せる。

T＞0より、𝑇 = ∜$(&'()
*+
(または、𝑇 = $ &'(

*+

,
-)
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2 問1 1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14 15

問2

問3

問4

問5

小　計

中心核(中心部) 4 主系列星

惑星状星雲 白色矮星 地球型惑星

木星型惑星 ダークマター ダークエネルギー

(ア)

(オ)

受験番号

138(140) ビッグバン 3

38(40) 超新星 92(90)

銀河の後退速度をｖ、本来の波長をλ、波長のずれを⊿λ、光速度をｃとし
たとき、ｖ＝ｃ×⊿λ/λであるから、

ｖ＝3×105×(689－656)/656≒1.5×104

よって，1.5×104km/s

ケプラーの第三法則より，a3=KT2

ここで、aは惑星の楕円軌道の半長軸、Tは惑星公転周期、Kは比例定数である。
地球の公転周期は1年であるので，地球についてのケプラーの第三法則の式を
立てると13=K×12 よって K=1

金星の公転周期をTv[年]として、金星についてケプラーの第三法則の式を立
てると

0.723=1×Tv
2

T＞0より、Tv≒0.61 よって 0.61年
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3 問1

問2
岩
石

(ホルンフェルスの場合)　黒色，緻密で硬い

(結晶質石灰岩の場合)　白色で粗粒

問3

問4
断
層

東西方向から圧縮するような力が加わった。

問5 地層の逆転が起こった。

問6

問7 不整合面より下の地層が堆積したのち、地層の逆転が起きた。

次に逆断層が形成された。その後、土地の隆起や海退によって不整合と

なり、土地の沈降や海進によって堆積が再開し石灰岩層や礫岩層が形成

され、そこにマグマが貫入してきた。

更新統

小　計

受験番号

1.3×10⁹年

特
徴

基底礫岩

逆断層

方
向

ホルンフェルス，結晶質石灰岩(大理石)　(どちらか1つ)
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4 問1 1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14 ※6と7は順不同

問2

問3 海 洋 プ レ ー ト の 沈 み 込 み と と も に 水 が マ ン ト

ル に 供 給 さ れ 、 マ ン ト ル 物 質 の 融 点 が 低 下 す

ル こ と で 部 分 溶 融 し マ グ マ が 形 成 さ れ る 。

問4

問５

結晶構造 独立構造

小　計

その成因

広域変成岩 (結晶)片岩

その成因

有色鉱物 かんらん石

マグマの大規模な貫入などで岩石が高温・低圧の変成作用をうけること

で形成される。

(海洋)プレートの沈み込みに伴って岩石が低温・高圧の変成作用をうけ

ることで形成される。

広域変成岩 片麻岩

ユーラシア 北アメリカ(北米) 千島

火山弧(火山前線，火山フロント) ケイ酸塩 固溶体

同化 混合(混染)

(20字)

(40字)

(60字)

(グリーンランドのイスア地域で)礫岩が発見されたこと。

(グリーンランドのイスア地域で)玄武岩質の枕状溶岩が発見されたこと。

受験番号

微惑星(原始惑星) マグマオーシャン 玄武

海溝 プレートテクトニクス インド・オーストラリア(インド)


